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第 2 章では，今まで全く研究されていなかった無機陰イオンのペンタフルオロベンジノレ化を試み， S21
CN一， S C N-, N O2 -, 1 ーが簡便な操作で誘導体化されることを見い出すとともに，高感度検出器






の開発の第一歩として p- トノレエンスノレホン酸 n ーブチノレエステルによる各種陰イオンの n- ブチノレ
化を試み，相間移動剤として硫酸水素テトラ n- ブチノレアンモニウムを用いる乙とにより，簡便に Br- ，






(1) 難揮発性の抗菌物質であるアンピシリンをシリル誘導体に，同じくナリジクス酸など 4 種の抗菌物
質をメチル誘導体に変換後水素炎イオン化検出器を用いるガスクロマトグラフィーにより製剤中の乙
れらの化合物を迅速分析する乙とに成功している。




(4) p ートルエンスノレホン酸 n ーブチルエステルをブチル化試薬として用いる無機陰イオンの同時分析
法を検討し，実試料の分析に実用しうることを見い出している。
以上のように種々の新しい誘導体化の方法とガスクロマトグラフィーを組み合わせる事によってガス
クロマトグラフィーによる分析対象を拡大することに成功した本論文の知見は薬物の分析化学および環
境分析化学に関する学術および応用の両面において貢献すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
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